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いま、国内外の景気悪化が心配されています。内閣府は３月の景気動向指数速報値を基に、基調判断を６年２カ月ぶりに「悪化」へと引き下げました。米中貿易摩擦が激化する中で、日本経済への深刻なダメージが危惧されています。こうした経済状況下で消費税を引き上げていいのでしょうか。
安倍首相側近の萩生田光一・自民党幹事長代行は、10月の消費税増税について「どんな小さな数字の変化も政府は謙虚に受けとめるべきだ」と増税延期を示唆し、波紋を広げています。
いま消費税への賛成・反対の立場を越えて、「いま上げるべきではない」という声が広がっています。歌手の日野美歌さんや県商工会連合会の会長、老舗百貨店の社長などが、消費税増税の中止を呼びかけています。
「10％はいまからでも止められる」「いま、上げるべきではない」の声をあげていきましょう。消費税増税NOの意思を署名に託してください。
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こんな経済状況下で増税するの？！


消費税増税はまだ止められます





戦闘機1機分で福祉は充実します





　


安倍政権は５年連続で軍事費を増やし、2019年度予算では約5.7兆円にも上ります。


米トランプ政権の言いなりに、１機１１６億円もするF35戦闘機を147機も購入するなど、兵器を「爆買い」し、巡洋艦の空母化やミサイルなどを購入する計画です。


しかし、戦闘機１


機分１１６億円で、


保育所なら４０００


人分、特養老人ホー


ムなら９００人分、


学校のエアコン設置


では４０００教室が


可能になるのです。


消費税に頼らず、


ムダな軍事費を削れ


ば、福祉の充実は可


能です。
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